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令和 6 年度 郡市医師会
看護学校（院）担当理事・教務主任合同協議会

と　き　令和 6 年 6 月 6 日（木）15 ：00 ～と　き　令和 6 年 6 月 6 日（木）15 ：00 ～
ところ　山口県医師会 6 階大会議室ところ　山口県医師会 6 階大会議室

[ 報告 : 副会長　沖中　芳彦 ]

開会挨拶
加藤会長　令和 6 年度の医師会立看護学校（院）
における応募者数及び入学者数ともに、全学校に
おいて定員割れの厳しい状況である。合わせて専
任教員の不足及び実習施設の不足等が問題となり、
経営が難しい時代になっている。看護職員の処遇
改善については令和４年から「看護師処遇改善評
価料」が診療報酬に導入され、令和６年度診療報
酬改定においても「ベースアップ評価料」が新設
され、国の施策が実施されているところである。
　他方、訪問看護ステーションにおいては黒字化
されている様子であり、このあたりの対策と看護
学校（院）問題との関係が上手く重ならないかと
思案している。
　本日は活発に情報交換をしていただき、中身の
濃い協議会になるよう願い、挨拶とする。

協議事項
1　学校（院）の運営状況について
　令和 6 年度は昨年度に引き続き、医師会立 5

校（院）7 課程すべてにおいて、応募者数が定員
を下回っており、非常に厳しい状況が続いている
が、昨年よりも若干の持ち直しが窺えるため各校
の意見を後ほど伺いたい（協議事項4「意見・要望」
を参照）。
　入学者についても、定員に対する充足率が
66.2％であり厳しい結果であるが、一方で大学
の看護系学部についてはほぼ 100％であること
から、ますます大学志向が強くなっている。
　看護師 3 年課程・2 年課程の令和 5 年度卒業
者数に対する県内就業者数の割合は極めて高い。
准看護師課程卒業者は多くが進学している。
　令和 5 年度卒業者の看護師国家試験の合格率
は 81.5％、准看護師試験の合格率は 100％であっ
た。

2　山口県の取り組みについて（県医療政策課）
　令和 6 年度看護職員確保対策事業については、
図（次頁掲載）のとおり。
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図　令和 6 年度の看護職員確保対策事業（県医療政策課作成）
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3　県医師会の取り組みについて
（令和６年度事業）
　「医師会立看護職員養成施設への助成」につい
ては、5 校（院）7 課程すべてについて 30 万円
の増額を図る。また、本年度、防府看護専門学校
が開催の引受けとなる「中四九地区医師会看護学
校協議会」については 100 万円の運営費助成を
行う。

（1）郡市医師会看護学校（院）担当理事 ･教務主
任合同協議会の開催

（2）医師会立看護職員養成施設への助成
（3）医師会立看護学校（院）に関する基本調査

の実施
（4）医師会立看護職員養成所問題への対策
（5）中四九地区医師会看護学校協議会への出席
（6）都道府県医師会看護問題担当理事連絡協議

会への出席
（7）山口県実習指導者養成講習会受講者への助

成
（8）日本准看護師連絡協議会へ賛助会員として

の加入
（9）准看護師を対象としたスキルアップ研修会

の開催時の助成
（10）中四九地区医師会看護学校協議会への学校 

（院）年会費の助成
（11）看護教員養成講習会の通信受講者の支援
（12）医師会立看護学校（院）入学募集広報活動

等（オープンキャンパス開催時の助成を含む）
の支援（１校 50 万円）

（13）中四九地区医師会看護学校協議会の運営費
助成

4　郡市医師会、看護学校（院）からの意見要望
（1）最近の応募者数の推移について（その原因
と対策）
　少子化や看護教育の大学化、看護職以外でも求
人が多く、就職率もよくなっていることが、入学
者減少の要因となっている。【吉南准看護学院】

　今回は、昨年より入学者は増えたが、定員には
達していない。少子化や医療看護福祉系への関心

の低下、また大学志向も影響しているのではない
か。
　対応策としては、積極的な高校訪問や進路説明
会への参加。SNS、ホームページを活用しての学
院 PR を行う。ハローワークへも働きかけ社会人
のリカレント教育としても PR していただくなど
の取組みを行っていく。【萩准看護学院】

原因：少子化（18 歳年齢の減少）、4 年制大学志
向学生の増加。
対策：学校訪問、進路ガイダンスへの積極的な参
加による学校紹介、募集依頼。

【宇部看護専門学校】

　大学の増加と少子化により応募者の減少が止ま
らない。
　入試科目の見直しや学校の PR など力を入れて
いるが、歯止めをかけることができない。

【防府看護専門学校】

原因：18 歳人口の減少及び大学への進学者が多
くなっているため、また、企業への就職率が良く
なっていることに伴い、社会人の受験者も減少。
対策：令和２年度より、指定校推薦入学試験を取
り入れた。また、社会人（B 日程）入学試験につ
いては、試験科目を令和２年度より国語総合（古
文・漢文除く）、一般教養から小論文に変更し、
一般入学試験（Ａ・Ｂ・Ｃ日程）については、試
験科目よりコミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱを外し
ている。【徳山看護専門学校】

（2）意見・要望
　補助金の継続をお願いしたい。

【吉南准看護学院】

①経営が厳しいため、補助金については引き続き
お願いしたい。
②若者に対する SNS 等を用いたアピールを、引
き続き充実していただきたい。
③学びなおしも含め、既卒者の受験生を確保する
ために、ハローワーク等に医師会や医療政策課か
らもアピールをお願いしたい。【萩准看護学院】
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・専任教員の確保に難渋した時期がある。看護協
会へ協力を依頼するなど、何かよい智恵はないか。
・講師の確保にも困っている。県医師会がオール
山口で相談に乗っていただけると嬉しい。

【防府看護専門学校】

　現在、国・県からの補助金は、
看護師（３年課程）養成所「生徒数に１人当たり
15,500 円を乗じて得た額」
看護師（２年課程）養成所「生徒数に１人当たり
17,600 円を乗じて得た額」
准看護師養成所「生徒数に１人当たり 13,100 円
を乗じて得た額」
となっている。
　一方、大学は保健系で１人当たり 177 万 7 千
円となっている。同じ看護師を育成するのに、こ
の格差は如何なものか。補助金の増額を国に要望
していただきたい。【徳山看護専門学校】

5　その他
（1）中四九地区医師会看護学校協議会の案内に
ついて
　防府看護専門学校の担当で、8 月 18 日（日）
に現地 51 名、オンライン 380 名のハイブリッ

ド方式で開催される。テーマは「リカレント教育
のすすめ　～学生・生徒のための『学び直し』を
支援する看護教育～」である。沖中も講師として
参加する。参加費としての学校負担金（年会費は
小規模校 30,000 円、大規模校 80,000 円）は県
医師会が助成する。

（2）看護学校（院）PR の効果検証アンケートの
結果について
　PR の効果アンケート結果からは、相変わらず

「出身校からの紹介」「先輩からの紹介」「家族、
友人等からの紹介」が多いが、コロナ禍が一段落
し、オープンキャンパスが実施できるようになっ
たことから、その有効性も見て取れる。
　YouTube は効率が悪く、SNS を利用するほう
がよいとの指摘もあった。

（3）令和７年度学生募集ポスターについて
　例年どおり準備するので利用願いたい。

〒753-0814　山口市吉敷下東3-1-1　山口県医師会総務課内 会報編集係
E-mail：kaihou@yamaguchi.med.or.jp
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